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様式第３

会 議 録

会 議 名 平成２９年度第２回野田市清掃工場等環境保全協議会

議題及び議題毎の

公開又は非公開の別

１ 新清掃工場建設候補地選定審議会について（報告）（公開）

２ 廃棄物減量等推進審議会について（報告）（公開）

３ 平成２９年度清掃工場等の運転管理状況について（公開）

４ 清掃工場等の焼却灰等の測定結果について（公開）

日 時
平成２９年１１月２１日(火)

午後１時３０分から午後２時４０分まで

場 所 市役所８階 大会議室

出席委員氏名

金田 正明 菊池 喜昭 阿部川 晃一

上原 一浩 遠藤 忠夫 岡田 武志

風見 一雄 風見 奈緒美 川崎 忠夫

斉藤 茂 齋藤 誠 住井 昇

関根 博 染谷 美佐夫 知久 浩

寺田 隆夫 根本 正夫 張谷 進

重 程田 甚一 町田 操

矢口 克己 染谷 春夫 森山 悦夫

石坂 美代子 市原 丈嗣 佐久間 和七

根本 富雄

欠席委員氏名
岩本 茂 追沼 利恵 勝田 信夫

栗原 勇 齊藤 米三

事 務 局

柏倉 一浩（環境部長）

牛島 修二（環境部次長兼清掃計画課長）

坂齊 和実（環境部参事兼環境保全課長）

岡安 雄一（清掃第一課長）

横張 孝雄（清掃第一課主幹兼課長補佐）

小沼 京治（清掃計画課長補佐）

知久 友行（清掃計画課計画係長）

知久 剛巳（清掃第一課管理係長）

岡本 武士（清掃計画課計画係主査）

吉田 国雄（清掃計画課主任技師）

藤田 由美子（清掃計画課主任主事）
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山崎 孝男（清掃第二課主任主事）

傍 聴 者 無し

議 事
平成２９年度第２回野田市清掃工場等環境保全協議会の会議結果

（概要）は、次のとおりである。

１ 開会

２ 金田会長挨拶

私より一言御挨拶申し上げます。委員の皆様におかれましては、本日はお忙しい

中お集まりいただき、厚くお礼申し上げます。御存知のとおり本協議会は、清掃工

場等の環境保全に関する基本的な事項について委員の皆様に御審議いただく大変

重要な協議会でございます。委員の皆様におかれましては、当局からの報告に対し

まして、十分御審議いただきますようお願い申し上げます。それでは、議事に先立

ちまして、柏倉環境部長より、御挨拶をお願いいたします。

３ 柏倉環境部長挨拶

皆様こんにちは。環境部長の柏倉でございます。お忙しい中、御参集いただきあ

りがとうございます。本来であれば市長、副市長が出席して御挨拶申し上げるとこ

ろですが、所用のため、出席することができませんので、私が代わって御挨拶申し

上げます。この協議会は、それぞれの運営しているごみ処理施設の運転管理状況に

つきまして、委員の皆様に御報告させていただき、御確認をいただくとともに、皆

様から御指導いただきながら、ごみ処理施設の安全管理を行っていく協議会でござ

います。又、新清掃工場の関係では、新清掃工場候補地選定審議会の選定状況、そ

してごみの減量化につきましては、廃棄物減量等推進審議会での審議結果などを御

説明させていただきまして、野田市の清掃行政につきまして、皆様に御理解をいた

だく協議会でございます。現在のごみ処理場の状況でございますが、安全なレベル

で維持していている状況でございます。また、新清掃工場、ごみの減量化につきま

しては、なかなか厳しい状況もございまして、これからいろいろ御説明をさせてい

ただくことになりますが、事務局としては精一杯努力しているところでございま

す。また事務局より最後に御提案を一点させていただきますので、皆様に御審議し

ていただきたいと思います。簡単ではございますが挨拶に代えさせていただきま

す。よろしくお願いいたします。

金田会長

ありがとうございました。それでは、会議を進めさせていただきますが、冒頭、

事務局より本日の欠席者の御連絡がありましたが、委員総数３３名のうち、２８名

半数以上の出席をいただいておりますので、野田市清掃工場等環境保全協議会設置

条例第７条第２項の規定により会議の成立を御報告申し上げます。それでは、議事

に入ります。



3

４ 議題

（１）新清掃工場建設候補地選定審議会について

金田会長

議題(１)、新清掃工場建設候補地選定審議会について、お手元の資料１ページを

御覧ください。当局からの報告をお願いいたします。

小沼清掃計画課長補佐

〈資料１の内容を説明する。〉

金田会長

ありがとうございました。それでは、ただ今の報告について御質問がございまし

たら、挙手をお願いします。いかがでしょうか。

寺田委員

意見があります。船形中１自治会長の寺田です。この新清掃工場候補地の地元の

自治会で、新清掃工場合同対策委員と、船形中自治会で作っている船形中の対策委

員をやっております。船形中の対策委員会で最近話し合いをしました。結果は環境

アセスメントを受け入れることには、様々な意見があったのですが、アセスメント

の実施は受け入れるということになりました。しかし、その後、一部の地元自治会

で、根強い反対があり、建設そのものに反対意見が出されました。その中の意見と

しては、船形上には堆肥センターがあり、船形中にはし尿処理場の第二清掃工場が

あると。船形中に更に、新清掃工場を建設することになっては、野田市全体での公

平の観点について、偏りがあり不公平であると。そのような意見が、特に若い人達

から意見が出ております。個人的にはここまできて、振り出しに戻り、更に２段階

戻るようなことにならないように、できるだけ地元の意見を聞いて、建設できる状

況になっていけばいいのかなと思います。そのためには地元要望の意見が数多く出

されていますので、野田市として、建設する時にはきちんと要望に応えていくこと

が大事なことと思います。もう一つは新清掃工場が仮に稼働した場合、やっぱり期

限を決めると。例えば２５年とか３０年とか、期限を限定するのも一つの方法かと

思います。あと、し尿処理場の第二清掃工場もやがて３０年経ち、建設当時交渉に

あたった人が現役でいないのでよく分からないですが、し尿処理場を今後、どのよ

うにするのか。個人的な意見としては、３０年経ったし、できるかどうかは分かり

ませんが、新清掃工場稼働と同時に別の所に移すとかを提案されていかないと、地

元の理解を得るのが、なかなか難しいのかと思いますので、市を挙げて取り組む事

業だと思いますので、地元対策についてはこれからも審議会で議論するのもいいで

すが、地元対策に何が必要なのかを研究をしていただいて、対策を採っていただき

たいと思います。これは個人の意見で、対策委員会の意見ではございませんが、そ

の辺も踏まえて審議会で議論していってもらいたいと思います。

金田会長
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ただ今個人的な意見として出されましたが、事務局から何かございますか。

柏倉環境部長

今の委員からの御意見についてですが、事務局もある程度地元の意見は承知して

いるところです。寺田委員が言われた合同対策委員会ですが、新清掃工場建設候補

地の隣接の地区を全部入れたのが合同対策委員です。もう一つあるのが船形中の対

策委員会ですが、新清掃工場建設候補地の船形中地区の対策委員でございます。そ

の一つとしては、その中の一部の地区で根強い反対が出ていることをお聞きしてい

ます。個別に意見交換会を開催させていただいております。そういったことを今後

も続けながら、市の新清掃工場に対する色々な計画をし、また、地元の意見を吸収

しながら鋭意努力をしていきたいと思っております。

金田会長

ありがとうございました。よろしいでしょうか。

寺田委員

はい。

金田会長

ほかに御質問等はございますか。それでは、議題(1)につきましては終了させて

いただき、議題（２）に移らせていただきます。

（２）廃棄物減量等推進審議会について

金田会長

資料２、２ページから３ページを御覧ください。議題（２）廃棄物減量等推進審

議会について当局からの報告をお願いいたします。

小沼清掃計画課長補佐

〈資料２の内容を説明する。〉

金田会長

ありがとうございました。それでは、ただ今の報告について、御質問がございま

したら、挙手をお願いいたします。いかがでしょうか。特に御質問はないようです

ので、議題（２）につきましては終了させていただき、議題（３）に移ります。

（３）平成２９年度清掃工場等の運転管理状況について

①清掃工場運転管理状況及び関宿地域のごみ処理について

金田会長

議題（３）、平成２９年度清掃工場等の運転管理状況について、①清掃工場の運

転管理状については資料３の４ページから１９ページ、関宿地域のごみ処理につい

ては資料４の２０ページを御覧ください。それでは当局からの説明をお願いいたし

ます。

知久清掃第一課管理係長

〈資料３、資料４の内容を説明する。〉
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金田会長

ありがとうございました。それでは、ただ今の説明について御質問や御意見があ

りましたら、挙手をお願いいたします。いかがでしょうか。

住井委員

説明のありました資料１９ページで、一人一日あたりのごみの排出量が２８年度

では５９５．９２グラム、２９年度で６０１．５６グラムですが、平成２２年度で

は６３９グラムで、平成３３年度までに３割減の目標を立てておられて、このまま

では難しいのかと思うのですが。これに対する対策などは何かあるのでしょうか。

牛島環境部次長兼清掃計画課長

今、委員がおっしゃられたとおり、今現在の廃棄物処理基本計画の中で、ごみを

３０パーセント削減するということを目標に掲げている中で、３３年度に４４７グ

ラムにするということについては、資料の２ページの廃棄物減量等推進審議会の中

で、経過報告を申し上げたとおりでございますが、資料１９ページの数字を見ます

と確かにハードルが高く、実現できるのかという御指摘だと思います。先ほど御説

明差し上げた、廃棄物減量等推進会議の審議の中で、現在おおむね５年経過しまし

たので、中間見直しを行っていることを御報告させていただきました。その中間見

直しの中で、３３年度までに４４７グラムの目標を設定していまして、この目標値

に今の減量傾向からして、妥当かどうかを御審議いただいているところです。また、

減量対策ということでございますが、同じく審議会の中で新たな減量対策、正直申

しまして微減という傾向の中で、減量対策が難しい中、そういったことを踏まえな

がら、例えば食品ロスとか、水切り対策とか、そういったことを啓発して減量に努

めていけるような施策を含めて審議会で御審議をいただいている状況でございま

す。

住井委員

今、私が申し上げたのは３割減にするということに対して、今度の新清掃工場の

処理能力が９５トンにするということですよね。それが３割減をしないと９５トン

以上になりますので、是非ともよろしくお願いいたします。

金田会長

ありがとうございました。私の個人的な意見ですがこのデータには一般家庭ごみ

と、事業系のごみが入ってのデータだと思いますが、それでよろしいですか。

牛島環境部次長兼清掃計画課長

新清掃工場の処理能力の９５トンとの因果関係でございますが、１６．４パーセ

ント減量をクリアすれば実質的には９５トンの数字になるということでございま

すので、３０パーセント削減はそれ以上、９５トンの処理能力以上の減量をしまし

ょうという、高い目標を設定したということでございます。

金田会長



6

ありがとうございました。あと私見として事業系ごみが入っていると、経済の景

気の動向で、例えばレストランなどのお客さんが増えれば、そこから出るごみも増

えるという問題も含まれております。家庭系のごみの減量もそうですが、事業系の

ごみの減量もお願いしているのは、野田市の方針としてありますよね。

牛島環境部次長兼清掃計画課長

会長の御指摘のとおり、事業系のごみにつきましては経済的な背景によることが

非常に大きいということがございまして、その中で事業系廃棄物に対する展開検査

ですとか、分別の徹底というものを清掃工場で行いながら、事業系のごみの中に資

源物が入らないように、ごみの減量を施策の一環として実施していくとがございま

す。先ほど食品ロスという言葉を使いましたが、会長の御指摘のとおり、レストラ

ンなどで食べ残された残渣
ざんさ

は事業系一般廃棄物として、ごみとして出てくるもので

すので、そういったものは食べきっていただく、食品ロスをなくしていただく、そ

ういった取組を含めて、今後は事業所の方に取り組んでいただく啓発をして、ごみ

の減量をしていただくということを、審議会で御審議いただいているところでござ

います。以上です。

金田会長

ありがとうございました。よろしいでしょうか。

住井委員

はい。

金田会長

それでは特に御質問や御意見がありませんので、議題（３）の①清掃工場等の運

転管理状況及び、関宿地域のごみ処理について、本協議会で了承したということで

よろしいでしょうか。

（「異議無し」の声有り）

金田会長

ありがとうございました。それではそのようにさせていただきまして、次の議題

に移ります。

②リサイクルセンター運転管理状況

金田会長

資料５の２１ページから２６ページを御覧ください。リサイクルセンターの運転

管理状況について、当局からの説明をお願いいたします。

横張清掃第一課主幹兼課長補佐

〈資料５の内容を説明する。〉

金田会長

ありがとうございました。それでは、ただ今の説明につい御質問や御意見がござ
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いましたら、挙手をお願いします。いかがでしょうか。特に御質問や御意見が無い

ようですので、議題（３）の②、リサイクルセンターの運転管理状況について、本

協議会で了承したということでよろしいでしょうか。

（「異議無し」の声有り）

金田会長

ありがとうございました。それではそのようにさせていただきまして、③に移り

ます。

③第二清掃工場運転管理状況

金田会長

第二清掃工場の運転管理状況について、資料６の２７ページから３６ページを御

覧ください。それでは当局からの説明をお願いいたします。

横張清掃第一課主幹兼課長補佐

〈資料６の内容を説明する。〉

金田会長

ありがとうございました。それでは、ただ今の説明について御質問や御意見がご

ざいましたら、挙手をお願いします。いかがでしょうか。特に御質問や御意見が無

いようですので、議題(３)の③、第二清掃工場の運転管理状況について、本協議会

で了承したということでよろしいでしょうか。

（「異議無し」の声有り）

金田会長

ありがとうございました。それではそのようにさせていただきまして、次の議題

に移ります。

（５）清掃工場等の焼却灰等の測定結果について

金田会長

３７ページから４４ページまでを御覧ください。議題(４)の清掃工場等の焼却灰

等の測定結果について、当局からの説明をお願いいたします。

小沼清掃計画課長補佐

〈資料７の内容を説明する。〉

金田会長

ありがとうございました。ただ今の説明について御質問や御意見がございました

ら挙手をお願いします。いかがでしょうか。特に御質問や御意見がないようですの

で、議題(４)の清掃工場等の焼却灰等の測定結果について、本協議会で了承したと

いうことでよろしいでしょうか。

（「異議無し」の声有り）

金田会長

ありがとうございました。それではそのようにさせていただきます。以上で本日
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の議題は全て終了いたしました。事務局からの連絡事項がありましたらお願いしま

す。

小沼清掃計画課長補佐

次年度以降の本協議会の開催について御提案を申し上げます。本協議会につきま

しては、年２回開催させていただいておりまして、５月に運転管理状況の報告と当

該年度の修繕計画の報告をさせていただき、１１月には運転管理状況の中間報告を

させていただいております。したがいまして、運転管理状況の報告、具体的には大

気質や騒音、振動等の測定結果については、年２回に分けて報告をさせていただい

ていますが、１年度分を１回で報告することとし、次年度以降については、毎年５

月に当該年度の修繕計画と併せて御報告させていただくことで、原則年１回の開催

としたいと考えております。なお当然ではございますが、測定回数についての変更

はございません。報告のみ、年１回に変更させていただきたいと思います。また、

万が一運転管理上の問題が発生した場合等については、その都度開催させていただ

きたいと考えております。このことにつきまして、委員の皆様からの御意見をお伺

いできればと思っておりますので、よろしくお願いします。説明は以上です。

金田会長

ありがとうございました。ただ今の事務局から本協議会への報告を、来年度以降原

則年１回としたいとの提案がありましたが、委員の皆様いかかでしょうか。

（「異議無し」「事務局案のとおり」の声有り）

金田会長

それでは、事務局案のとおり原則年１回の開催でよろしいでしょうか。それではそ

のようにさせていただきます。その他事務局から連絡事項がありましたらお願いしま

す。

小沼清掃計画課長補佐

本日は、長時間にわたり、慎重なる御審議をいただきまして誠にありがとうござい

ました。今後とも、３施設の適切な運転と維持管理に努めてまいりますので、引き続

き御理解のほど、よろしくお願い申し上げます。また、日頃施設につきまして、お気

づきのことがありましたら、ささいなことでも結構ですので、事務局へ申し出ていた

だければと思います。なお、次回の開催予定ですが、先ほど御決定いただきましたと

おり、５月頃を予定しております。何かとお手数をおかけしますが、どうぞよろしく

お願い申し上げます。

６ 閉会

金田会長

ありがとうございました。以上をもちまして、平成２９年度第２回野田市清掃工

場等環境保全協議会を終了させていただきます。本日はどうもありがとうございま

した。
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